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1 はじめに  

近年，次世代のインターネットを支える基盤技  

術としてWebサービスが注目されている．Wbb  

サービスは，SOAP（Simple Object Access Pro－  

tocol）やUDDI（UniversalDescription，Discovery  

andIntegration）といったテクノロジに基づき，イ  

ンターネット経由でアプリケーションを利用可能  

とするものである【1】・   

本稿では，Wbbサービス型スーパーコンビュー  

ティングサービスを提案する．大型計算機センター  

におけるスーパーコンピュータに基づく計算サー  

ビスをⅥ屯bサービスとして提供することによって，  

簡便に利用可能な計算サービスを実現することが  

可能となるだけでなく，スーパーコンピュータに  

基づく処理を取り入れた新たなアプリケーション  

やサービスが実現可能となる．更に，動作検証実  

験に基づき提案サービスの有効性を検証する．   

2 WbbサービスとOpenSOAP   

Webサービスは，クロスプラットフォームにお  

いてインターネット経由でアプリケーションを利用  

可能とするフレームワークである．このWebサー  

ビスはSOAP技術を利用することによって実現さ  

れる．SOAPは，任意のデータ構造の記述が可能  

なⅩMLに基づくメッセージをHTTPによって送  

受信することでデータ交換を実現するものであり，  

現在，W3C（WbrldWideWebConsortium）から  

その仕様が提案さている．   

SOAPは応用性の高い規格であるが，RPC向  

けの基本的な仕様のみが規定されているものであ  

る．しかしながら，実用的なWebサービスを実現  

するためには中間ノードでのメッセージ改窺・な  

りすまし等に代表されるセキュリティリスクから  

システムを保護するためのセキュリティ機能や非  

同期通信機能といった現在のSOAP仕様において  

規定されていない機能が必要不可欠である．これ  

らSOAPでは規定されていない機能を補完し，実  

用的なWebサービスの実現を意図し開発されたミ  
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ドルウェアがOpenSOAPである［2】・OpenSOAP  

は，複数OS・複数言語・多国語のサポート，モバ  

イルプラットフォームへの対応，セキュリティ機  

能，非同期通信機能，ノード間メッセージ転送機  

能，トランザクション処理などの機能を有する．   

3 Ⅵ毎bサービス型スーパーコンビューティ  

ングサービス  

本稿では，OpenSOAPに基づくWbbサービス  
型スーパーコンビューティングサービスを提案す  

る．図1に提案サービスの構成を示す．図に示さ  

れるように，提案サービスは，ライブラリサービ  

ス及びプログラムサービスの二種類のサービスか  

ら構成される．また，これら二つのサービスを管  

理するOpenSOAPサーバ，及び，各サービスの挙  

動を規定するSSMLドキュメントが含まれる．以  

下，各サービスの詳細について述べる．   

1．ライブラリサービス：大型計算機センターは  

多種多様な数値計算ライブラリを有している．  

これらライブラリをSOAPメッセージの送受  

信に基づき使用可能とする．ライブラリサー  

ビスを利用する際には，使用するライブラリ  

名，各ライブラリにおいて必要とされるパラ  

メータ群をSOAPメッセージとして送信する．   

2．プログラムサービス；大型計算機センターで  

は，ライブラリの利用の以外に，利用者自身  

が作成したプログラムに基づき処理を行う利  

用形態が多い．このことから，自作したプロ  

グラムをSR8000において実行可能とするプ  

ログラムサービスの構築を行う．本研究にお  

けるプログラムサービスでは，C言語によっ  

て記述されたプログラムをSR8000で実行可  

能とする．プログラムサービスを利用する際  

には，センターにおけるユーザアカウント，パ  

スワード，使用するノード数，キュータイプ，  

ファイル名，プログラムの実行終了を知らせ  

るためのメールアドレスの情報をSOAPメッ  

セージとして送信する．また，プログラムサー  
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図1：サービス構成  

ビスにおいては，SR8000を利用する際に必要  

であると考えられる，SR8000のノード利用状  

態，プロセス状態，課金情報を確認するため  

の付加サービスを実現する．これら付加サー  

ビスを利用するためには，ユーザアカウント  

及びパスワードをSOAPメッセージとして送  

信する．   

4 検証実験  

提案するスーパーコンビューティング環境の有効  

性を検証するために，実験環境を構築し，動作検証  

を行った．図2にプログラムサービスにおける付加  

サービスであるSR8000ノード利用状況確認サー  

ビスを利用する際のメッセージ例を示す．このサー  

ビスを利用する場合には，センターにおいて取得  

しているユーザアカウント及びパスワード情報を  

送信する必要がある．SOAP仕様ではメッセージ  

は可読情報として送信されるが，これらの情報を  

可読情報として送信することはセキュリティ上聞  

題がある・したがって，本研究では，OpenSOAP  

が有するセキュリティ機能によってメッセージを  

暗号化し，更に，メッセージ送信者を証明するた  

めの電子署名を付加したメッセージを送信するこ  

とによってサービスを利用するものとした．実験  

結果から，SOAPメッセージの送受信のみよって  

大型計算機センターの計算サービスを利用可能で  

あることが確認された．   

5 おわりに  

本稿では，Wbbサービス型スーパーコンビュー  

ティングサービスを提案した．更に，提案サービ  

スを構築し実験に基づき有効性を検証した．実験  

結果からSOAPメッセージの送受信に基づき大型  

計算機センターにおける計算サービスを利用可能  

であることが確認された．  
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図2：メッセージ例  

しかしながら，実運用という点からユーザ管理，  

課金管理，ジョブ管理などの問題が解決されなけ  

ればならない．これらは今後の課題である．   
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